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Abstract The genus Ragadia in Indo-China is revised taxonomically, and four species, R. makuta, 
R. crisilda, R. crito and R. critias, are recognized. The latter three species are very similar to one 
another and have been variously treated in the past. The geographical variations including the male 
genitalia are described for these species. 
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序 文 


シマ ジャ ノ メ 属 Ragadia Westwood, 1851 は , 東南 アジ ア に お よそ 10 種 を 産 する 一 群 で , BCL EVA 
Ft, フィリ ピン 諸島 な ど , 大 陸 部 で は ブー タン , アッ サム , ミャンマー, イ ンド シナ , 中 国 西部 に 分 布 する . 
島 出 部 に 主 な 分 布 域 を 持つ 種 に つい て は 青木 ほか (1982) に より 整理 され て いる が , 大陸 部 に つい て 
は 未だ 混 流 と し た 状態 が 続い て いる . この よう な 状態 は Ragadia に 属す る 種 が 局所 的 分 布 を し て いる 
こと か ら 充 分 な 資料 が 得 ら れ て いな い 点 , 同一 種 と きれ る も の に 特異 な 型 が 存在 する こと で 種 の 解析 
が 容易 で な い 点 な ど が 影響 し て いる . 筆者 は 本 属 の 整理 を 考え を , ジャ ノ メ チ ョ ウ 亜 科 の 研究 家 で ある 植 
村 好 延 氏 に 相談 し た と ころ , 同氏 に より 本 属 の 整理 が 進め られ て いる こと を 知っ た . 筆者 は 同氏 と 相談 
し , イ ンド シナ を 中 心 と し た 所 有 標 本 の 整理 を お こない , 基礎 資料 の 提示 を 行なう こと に し た . GR 
植村 氏 に より 分 類 的 整理 が され る の で ここ で 使用 する 種 名 , 亜 種 名 な ど に つい て は 暫定 的 な も の と 
lege, 











イン ド シ ナ の シマ ジャ ノ メ 属 


ここ で は 筆者 が 所 有する タイ , ベト ナム , ミャンマー 産 の 標本 資料 に 加え , 文献 資料 の 記録 な ども あ 
わせ て 示し た . この 地域 の 本 属 に は , crisilda Hewitson, 1862, crito de Nicéville, 1890, critolaus de 
Nicéville, 1892, critias Riley & Godfrey, 1921, critolina Evans, 1923 の 名 称 が あり , これ ら の 中 に は 変種 
(var.) と し て 記載 され た も の も 含ま れる . イ ンド シナ 以外 で は cis2g の 変種 と し て 中 国 か ら latifasciata 
Leech, 1891 (中 国 西部 . 模式 産地 : [四川 省 ] BLE (Moupin)) と crisildina Joicey & Talbot, 1921 (海南 . 模 
式 産地 も 同じ ) が 記載 され て いる . 現在 で は それ ぞ れ の 名 称 は crisilda の 亜 種 名 と し て 使用 され て い 
る . Latifasciata は 周 ほ か (1994) に より , crisildina は 周 ほ か (1994) と Gu & Chen (1997) に よ り 図示 され 
て いる . た だ し , 本 報 文 で は 主 に イン ド シ ナ を 対象 と し て いる こと か ら , 中 国産 の 変異 な ど に つい て 
は 記述 し な い . 


1. Ragadia makuta (Horsfield, 1829) 











R. makuta (Horsfield, 1829) (模式 産地 : ジャ ワ ) の 主 な 分 布 域 は マレ ー シ ア , ボル ネオ , スマ トラ な どの 地 
域 で ある が , 本 報 で 対象 と する イン ド シ ナ と 関連 する タイ の 南部 な ど に も 分 布 す る こと か ら 資 料 と し 
て 加え た . Makuta の 変種 と し て minoa Fruhstorfer, 1911 (模式 産地 : スマ トラ 北東 部 ) が 記載 され て い 
る 他 , E makuta の シノ ニム と され る crisia (Geyer, 1832) (模式 産地 : ジャ ワ ) の 変種 と し て pallida 
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Figs 1-19. Ragadia spp. in Indo-China. 1-2. Ragadia makuta, Than To, の . 3-15, 18-19. R. crisil- 
da. 3-8. Tam Dao. 3-6. 2. 7-8. %. 9-11. Wang Chin. 9-10. 3. 11. 2. 12. Pia Oac. 15. 


Ditto, 3. 13-14. Bao Lok, 4. 18-19. Than To, 7. 16-17. R. critias, Doi Phu Kha, J. (2, 
6, 8, 10, 12, 14, 17, 19: underside). 


Fruhstorfer, 1911 (模式 産地 : [スマ トラ 西部 ] バタ ク 高 原 (Battak Berge)), siponta Fruhstorfer, 1911 (模式 
産地 :[ マ レー シア ] ペラ (Perak)), umbrata Fruhstorfer, 1911 (模式 産地 : ボル ネ +) が 記載 され て いる . マ 
レー 半島 , リン ガ 島 , ナツ ナ 島 に 分 布 す る も の に は 亜 種 名 orz (Fruhstorfer, 1911) が 与え られ て お 
り , タイ 南部 の 個体 群 に も この 亜 種 名 が 当て られ る . Pinratana (1988) の タイ 国内 の 県 別 確認 記録 で は 
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Figs 20-26. Ragadia spp. in Indo-China. 20-21, 24-25. R. crisilda. 20-21. Umphang, +. 24-25. 
Ha Giang, \. 22-23, 26. R. crito, Chudu Razi. 22-23. の . 26. 2. (21, 23, 25: underside). 





Yala が 挙げ られ て いる . 青木 は か (1982) の 分 布 推定 図 で は Ranong 付 近 が 北限 地域 と され て いる . 
2. Ragadia crisilda Hewitson, 1862 


KERO Ragadia の 中 で も っ と も 混 池 と し た 種 で ある . 複数 種 よ りな る 可能 性 も ある が , COTA 
SEA (CHE crisilda D の も と に 各地 域 個 体 群 の 特徴 な ど を 示 した. ただし, crisilda Hewitson, 1862 (模式 産地 : 
[バン グラ デシ ュ ] シル ヘッ ト (Sylhet) の 変種 と し て 記載 され た crito de Niceville, 1890 (模式 産地 : ブー 
タン ) は , 次 垢 な どの 差異 が 顕著 で ある こと か ら 本 報 文 で は 独立 種 と し て 扱っ た . 他 に crisilda の 変種 と 
し て 記載 され た も の に は critolaus de Niceville, 1892 (模式 産地 : [ミャンマー] ダウ ナ 山 脈 , 中 部 テ ナ セ リ 
ム (Daunat Range, Middle Tenasserim)) と critolina Evans, 1923 (模式 産地 : [ミャンマー] ダウ ナ 山 脈 - ミ 
ャ ンマ ー 南 部 (Dawnas to S. Burma)), latifasciata, crisildina が ある . それ ら の 扱い は 文献 に より 異な る . ま 
た , crito の ほか , タイ 北東 部 か ら 記 載 さ れ た critias Riley & Godfrey, 1921 (模式 産地 : [タイ 北東 部 ] ウ ッ 
タラ ディ ッ ト (Uttaradit (Ootaradit))) も 本 報 文 で は 別種 と し た が , これ ら は crisilda の 亜 種 や 異常 型 と 
し て 扱わ れる こと が ある の で , それ ら も 含め て 紹介 し た . 


本 種 に 含め た も の は 以下 の 特徴 を 有する も の と し た . 前 次 表面 の 内 縁 中 ほど か ら 慈 頂部 に 向かっ て 
明瞭 な 白色 帯 を 有する . 後 超 表面 の 前 縁 中 ほど か ら 内 縁 中 ほど に か け て 明瞭 な 白色 常 を 有する . 後 政 表 
面 草 外縁 に 比較 的 明瞭 な 白色 帯 を 有する . 後 次 裏面 の 第 1b, 2.4.5 そ し て 6 の 各 室 に 眼 状 紋 を 有する . 


イン ド シ ナ 周辺 で の これ まで の 扱い で は , マレ ー 半 島 の 材料 に つい て , Corbet & Pendlebury (1934) は 
crisilda を 種 と し , critolina (マレ ー 半 島 ) を その 亜 種 と し て いる . D’Abrera (1984) は 種 crisilda の も と 
に , crisilda (アッサム か ら ミ ャ ンマ ー 南 部, タイ, インドシナ?), critolina( マ レー 半島 ), latifasciata (中 国 
西部 ), crisildina (海南 ) を 亜 種 と し , critolaus (ミャンマー 南部 テ ナ セ リム (Tenasserim)), タイ ?) を 別種 と 
し て 扱っ て いる . イ ンド 産 に つい て Evans (1932) は , M crisilda の も と に , crito (ブー タン - イ ンド 東部 マ 
ニ プ ブール (Manipur)), crisilda (カチ ャ ル (Cachar)- アッ サム (Assam)), critolaus (カレ ン 丘 陵 (Karens)- ダ 
ウナ 山脈 (Dawnas)), critolina (ダウ ナ 山 脈 (Downas)- ミャンマー 南部 ) を その 車種 と し , Wynter-Blyth 
(1957) は crisilda を 種 と し て , crisilda (カチ ャ ル , アッ サム ), crito (ブー タン - マニ プー ル ) を その 亜 種 と 
し て いる . ベ トナ ム の クッ ク フ ォ ン (Cuc Phuong) の も の に つい て Luong et al. (2004) tk crisilda を 種 と し 
て いる が , 分 布 は 示し て いな い . ベト ナム の 材料 で は , Monastyrskii (2005) は crisilda (ベト ナム 北部 , 中 
部 , 南部 ) と cr が gs (ベト ナム 北部 , 中 部 ) を 種 と し, Monastyrskii & Devyatkin (2003) も crisilda (ベト ナム 
北部 , 中 部 , 南部 ) と critias (ベト ナム 中 部 ) を 種 と し て いる . ラオ ス 産 に 関し て 長田 ほか (1999) は crisil- 
da と critias を 種 と し て いる が , 両 種 の 分 布 は 示し て いな い . タイ で は , Pinratana (1988) が 種 crisilda の も 
と に critolaus (タイ , イ ンド 北東 部 , ミャンマー, マレ ー 半 島 ) を その 亜 種 と し , critias (タイ ) を 別種 と し 
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て 扱っ て いる . 
3. Ragadia crito Nicéville, 1890 


以下 の 特徴 を も っ て crisilda お よび critias と 区 別 し た . 前 ・ 後 次 表面 に 明瞭 な 白色 帯 を 欠く . BME 
の 第 1b, 2,4,5 そし て 6 の 各 室 に 眼 状 絞 を 有する . 前 述 の よう に crito は crisilda の 変種 と し て ブー タン か 
ら 記 載 さ れ た . Crito の 分 布 は Evans (1932), Wynter-Blyth (1957), D’ Abrera (1984) な ど に よれ ば ブー タン , 
シッ キム , アッ サム , マニ プー ル と な っ て いる . 筆者 は カチ ン 州 (Kachin State) の Putao 東方 の 中 国 国 
境 に 近い Chudu Razi で 採集 され た 個体 を 入手 し た . 


4. Ragadia critias Riley & Godfrey, 1921 


BU + RIO FPS crisilda と 同じ で ある が , 後半 裏面 の 第 $ 室 に 眼 状 紋 を 欠く こと で czzsdg と 区 分 し 
た 。 


タイ 北東 部 に 位置 する ウッ タラ ディ ッ ト (Uttaradit (Ootaradit)) の 西方 で 発見 され た 個体 を も と に 独立 
種 と し て 記載 され た . Uttaradit の 西方 に は 標高 1.285 m O Doi Khum Khoat が ある . + MILB CHE X 
れ た と 思わ れる . 筆者 は Doi Khum Khoat と 東方 の Phu Soai Dao の 周辺 で 調査 を 行なっ た が 再発 見 で き 
な か っ た . 今 回, 筆者 が 示 し た 個体 は Dong Phaya Yen 山脈 の 北部 に あたる Doi Phu Kha で 採集 され た も 
の で ある . Pinratana (1988) は タイ 産 の ジャ ノ メ チ ョ ウ 科 を まとめ , 図鑑 を 作成 し て いる . し か し , 目録 に 
本 種 が 挙げ られ て いる も の の 図 は 付 さ れ て いな い . Pinratana (1988) は critias の 分 布 を タイ ( 原 記載 で は 
シャ ム (Siam) と し て いる . 近年 , イ ンド シナ 地域 の 中 で ベト ナム , FT ADA ICO CORA, 研究 
が 進ん で いる . Monastyrskii & Devyatkin (2003) に より ベト ナム の 目録 が 作成 され , その 中 に 本 種 が 挙げ 
られ て いる . また , Monastyrskii (2002) に より タテ ハチ ョ ウ 科 ジャ ノ メ チ ョ ウ 車 科 の 図 が 付 さ れ た 解 
説 書 が 作成 され て いる . そ れ に よれ ば , ベト ナム か ら Ragadia は crisilda (p. 100, pl. 27) と critias (p. 101, 
pl. 27) が 記録 さき れ て いる . し か し , 筆者 は そこ に 図示 され た cgy は crisilda の 個体 変異 で ある と 考え て 
いる . 長田 ほか (1999) は ラオ ス か ら critias を 記録 し , Oudomxay と Nam Dhua の 個体 を 図示 し て いる . 


Igarashi & Fukuda (2000) は 興味 ある 報告 を し て いる . Crisilda の 解説 の 中 で , czzgy が ラオ ス 中 部 の 
Laksao で は Selaginella doederleinii の 和 群落 に 限っ て 生息 する , と 記し て いる . Crisilda と は 食 餅 植 物 が 異 
な る と いう . LAL, critias の 成虫 の 写真 は 付き され て いな い . 


の 交尾 器 


SE HL makuta, crito, critias を 1-3 個体 ずつ 解剖 し た ほか , crisilda に つい て は Pia Oac, Tam Dao, 
Cuc Phuong, Bao Lok, Wang Chin, Than To の 個体 を 調べ た . SERO > b, valva は 左側 内 面 と 背 方 か ら , 
phallus は 側 方 と 背面 か ら 見 た も の を 図示 し た . 


Makuta を 除き , 他 は よく 似 て いた . Makuta は valva が 細く , 後方 へ 強く 突出 し て いる 点 と phallns が 細 
長く , 先端 が 切断 され た よう に な っ て いる 点 が 他 と 異な っ た . この 交尾 器 の 特徴 は 島 史 に 分 布 す る 種 に 
共通 し て いる . その 他 の 個体 は valva が 太く , 後方 へ の 突出 が 弱い 点 , phallus が 太く , 先端 が 背 方 へ 反 
り 返 っ て いる 点 が 共通 し て いた . Crisilda の 中 で 一 見 し て 他 と 違っ て いた の は ベト ナム 南部 の Bao Lok 
産 で ある . Tegumen に 比べ sociuncus が 膨大 化し て いる . また , tegumen は 背 方 へ 強く 隆起 し て いる . そし 
T, valva ił は も っ と も 短く , MARU. 


他 は 総じて 似 て いる が , と くに Tam Dao と Cuc Phuong の 共通 性 が 高い . その 他 の 個体 は 細部 を 比較 す 
る と それ ぞ れ 差違 が 見 られ た . 





シマ ジャ ノ メ 属 の 地理 的 変異 


R. makuta は 地理 変異 に つい て 青木 ほか (1982) に よる 総括 的 な 解説 が ある こと か ら , ここ で は それ を 参 
考 に し た . その 他 の 種 あ る い は 地域 個体 群 に つい て は , どの 集団 に も 共通 の 変異 が ある の で 先 に 記 し た . 


(1) 前 ・ 後 次 表面 の 地 色 は 暗黒 褐色 の も の と 淡 黒褐色 の も の が ある . 
② 前 ・ 後 應 表面 は 基部 か ら 重 外縁 に か け て 4 本 の 白色 帯 が ある . それ ら の うち 基 方 の 2 本 は 淡色 で 
あり , そし て 渡 跡 的 で ある . 中 央 部 と 陳 外 縁 の 2 本 は 個体 変異. 地域 変異 が 大 きい . た だ し , io は こ 
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Figs 27-35. Male genitalia of 


R. critias. 35. R. crito. 
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Ragadia spp. in Indo-China. 27. R. makuta. 28-33. R. crisilda. 28. 
Pia Oac. 29. Tam Dao. 30. Cuc Phuong. 31. Bao Lok. 32. Wang Chin. 33. Than To. 34. 


D: Dorsum, R: rings, V: valava, P: phallus. Scale bar=0.6 mm. 


DAE HDS4 A E DIR CH A. 
(3) At PAEA BRI DU C4AROA BPS SD. それ ら の うち 基 方 の 2 本 は 淡色 で 


ある . 中 央 部 と 亜 外 縁 の 2 本 は 1 


AAS, WRZASK Š o. 





(4) MAREO 1b-7 室 の 各 室 に 眼 状 紋 が ある . 眼 状 紋 は 第 1b 室 に 2 個 . その 他 の 各 室 は 1 個 出 現す 
る . 第 7 質 の 眼 状 紋 は 極め て 小さ く , 痕跡 的 に な る 個体 が ある . 


(5) 前 ・ 後 贅 裏 面 の 眼 状 絞 は 黄 環 に より 縁取 られ て いる . 眼 状 紋 が 癒合 し た 場合 , BILAN © Al 
む 





(6) 後 超 裏面 外 方 各 室 の 眼 状 紋 は 第 1b 室 に 療 合 し た 2 個 , その 他 の 室 は 1 個 で ある . た だ し , 第 2-6 室 
の 眼 状 紋 は 欠く , ある い は 癒合 する な ど 変 異 が 大 きい . それ に つい て は 以下 に 記し た . 


各地 の 集団 に 差違 が 見 られ た の ! 


は 次 の 部 分 で ある . それ ら を 調べ て 以下 に 記述 し た . (1) 雌雄 別 計測 
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Fig. 36. Abbreviation of the white band and the rows of wing spots. 


個体 数 , GAR, 平均 値 : (2) ARTO PR (a) & HR O) の 白色 帯 ; 3) 後 北 表面 の 中 央 (c) Lik 
i (d) DAER, (4) 後 弟 裏 面 外 方 各 室 の 眼 状 紋 列 (e). 


標本 資料 デー タ 中 の 採集 者 は 略号 で 示し た . 記述 の な いも の は 採集 者 が 不明 で ある . 略 合 の 凡例 は 下記 
の と お り で ある . MN: Masatoshi Nishimura, TE: Toshitsugu Endo, KP: Kitti Phongpiyamat. RP: Rattakit 
Phongpiyamat. 











1. Ragadia makuta siponta (Fruhstorfer, 1911) 


マレ ー シ ア に 分 布 す る 亜 種 sponta li KE! OAS l, MRIS AW. スマ トラ の 亜 種 minoa 
Fruhstorfer, 1911 で は 北 表 が 著しく 白化 する 個体 が 出現 する が , その よう な 個体 は 確認 で き て いな い . 


所 検 標本 (specimens examined). Thailand, Yala Province, Namtok Than To: 16 #2 2, 4. II. 1994 (MN). 





2. Ragadia crisilda Hewitson, 1862 
ベト ナム 北部 個体 群 


ベト ナム 北部 の Cao Bnang, Tam Dao, Cuc Phuong で 採集 され た 資料 を 同一 の 個体 群 と し た . と くに 
Tam Dao 産 は 黒 化 傾向 が 強い . Crisilda の 分 布 域 に 含ま れる . 


(1) 3: 19.0-24.0 mm, average: 21.7 mm (n=31); そ : 20.0-25.0 mm, average: 22.8 mm (n=13). 

(2) a は 細く 明瞭 ,b は 不明 瞭 な 個体 が 多い が , 後方 に 細く 出現 する 個体 が ある . 

(3③c は 細く 明瞭 ,d は 変異 帆 が 大 きく , 細く 明瞭 な $ の か ら 消 失 す る も の まで ある . 

(4) 第 1b-6 室 の 各 室 に 眼 状 紋 が ある . その うち 第 3-5 室 の 絞 は 大 きく , そし て 癒合 する . 中 に は 第 2 室 の 
紋 が 第 3-$ 室 の も の と 癒合 する 個体 が ある . 


所 検 標本 (specimens examined). Vietnam. Ninh Binh, Cuc Phuong: 3 71%, 16. VII. 1992 (MN); 171%, 
25. VI. 1995 (MN); 4 #1 ¢, 21. VI. 1997 (MN); 2 #3 #, 29. XI. 1997 (MN). Vinh Phu Province, Tam Dao: 
14 $74, 25. V. 1996 (MN); 2 #, 30. VI. 1997 (MN); 2 #, VII. 2002. Cao Bang Province, Mt Pia Oac: 2 J, 
30. V. 2000 (MN). 


タイ 北部 個体 群 


タイ 北部 の Chiang Dao, Huay Kaeo (Foot of Doi Suthep), Wang Chin で 採集 され た 資料 を 同一 の 個体 群 
と し た . 記載 時 の 分 布 域 (( ミ ャ ンマ ー] ダウ ナ 山 脈 , 中 部 テ ナ セ リム ) に 該当 し な い が , Pinratana (1988) 
は この 地域 を 含め critolaus de Nicéville, 1892 の 分 布 域 と し て いる . 











(1) #: 19.0-21.5 mm, average: 20.3 mm (n=17); ?: 20.5 mm (n=1). 
②a は 細く 明瞭 ,b は 不明 瞭 な 個体 が 多い が , 後方 に 細く 出現 する 個体 が ある . 
(⑬③c は 細く 明瞭 .d は 細く 明瞭. 
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Fig. 37. Collecting sites of Ragadia. 1. Chudu Razi. 2. Mt Pia Oac. 3. Tha Ca. 4. Tam Dao. 5. 
Cuc Phuong. 6. Bao Lok. 7. Doi Phu kha. 8. Chiang Dao. 9. Doi Suthep. 10. Wang Chin. 
11. Ban Ka Tam. 12. Umphang. 13. Muang Shone. 14. Sa Nanmanora. 15. Namtok Than 
To. 


(4) 第 3 ECRRA ER. B4 ES BOMISMAT S. BAZORWAKRE 6, 第 3 室 まで 広がる . 


所 検 標本 (specimens examined). Thailand. Phrae Province, Wang Chin: 1 4, 10. V. 1993 (MN); 14 #1 4, 
30. XI. 1993 (MN). Chiang Mai Province, Chiang Dao: 1 #, 25. IN. 1990 (MN). Chiang Mai Province, Doi 
Suthep: 1 , 28. II. 2005 (MN). 


タイ 南部 個体 群 


タイ 南部 の Surat Thani Province, Pang Nga Province, Yala Province で 採集 され た 資料 を 同一 の 個体 群 と 
し た . この 個体 群 は タイ 北部 個体 群 の も の に よく 似 て いる . また, Corbet & Pendlebury (1934) が 図示 し 
た マレ ー 半 島 産 の 個体 に 似 て いる が , 実際 に 資料 を 比較 する こと は 行っ て いな い . 


(1) 2: 20.0 mm (n=1); そ : 17.5-18.5mm, average: 18.0 mm (n=2). 

(2) a は 細く 明瞭 ,b は 痕跡 的 で ある が , 後 方 で 極め て 細く 出現 する 個体 が ある . 

(3)c は 細く 明瞭 ,.d は 細く 明 須 . 

(4) 第 3 室 に 眼 状 紋 を 欠く . 第 4 と 3 室 の 紋 は 癒 合 する . 第 4 室 の 紋 は 大 きく , 第 3 室 ま で 広がる . 


所 検 標本 (specimens examined). Thailand. Surat Thani Province, Muang Shone: 1 そ , 21. II. 1993 (KP). 
Pang Nga Province, Sa Nangmanora: 1 そ , 10. II. 1999 (MN). Yala Province, Namtok Than To: 1 , 4. HI. 
1994 (MN). 


タイ 西部 個体 群 


タイ 西部 の Umphans, Ban Ka Tam で 採集 され た 資料 は 斑紋 が タイ 北部 , 南部 の も の と 異な る こと か ら 
別 の 個体 群 と し た . 
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(1) #: 19.5 mm (n=1); $: 23.0 mm (n=1). 

(2) ala l FABRE, blek < AFB. 

(3) cec は 太く 明瞭 , d は や や 太く 明瞭 . 

(4) 第 1b-6 室 の 各 室 に 眼 状 紋 が ある . 第 3 室 の 紋 は 極め て 小さ い . 第 3-$ 室 の 紋 は 黄 環 部 が 接合 する . 


所 検 標本 (specimens examined). Thailand. Thak Province, Umphang: 1 そ , 17. II. 1995 (MN). Chiang Mai 
Province, Ban Ka Tam: 1 4, 7. W. 2001 (MN). 


ベト ナム 南部 個体 群 


ベト ナム 南部 の Bao Lok 付 近 で 採集 され た 資料 は 斑紋 が ベト ナム 北部 な どの も の と 異な る こと か ら 
別 の 個体 群 と し た . 採集 地 は Bao Lok の 南西 約 15 km の と ころ で ある . 


(1) #: 18.0-22.0 mm, average: 20.4 mm (n=8). 

②a は や や 太く 明瞭 ,b は 後方 で 細く 明瞭 に 出現 する 個体 が 多い . 

(3③c は や や 太く 明瞭 .d は 細く 明瞭. 

(4) 第 1b-6 室 の 各 室 に 眼 状 紋 が ある . H 3-5 室 の 紋 は 黄 環 部 が 接合 する . 


所 検 標本 (specimens examined). Vietnam. Lam Dong Province, near Bao Loc: 4 の ,21. V. 1992 (MN); 2 2, 
31. X. 1992 (TE); 2 #, 19. II. 1997 (MN). 


ベト ナム 北部 Ha Giang 個体 群 


ベト ナム 北部 の Ha Giang 北東 部 の Mt Tha Ca の 山麓 で 採集 され た も の で ある . 斑紋 が ベト ナム 北部 な 
どの 他 地 域 の も の と 異な る こと か ら 別 の 個体 群 と し た が , は 未 検 の た め , 交尾 器 に つい て は 調査 で 
き て いな い . 


(1) そ : 22.0-24.0mm, average: 23.0 mm (n=2). 

(2②).a は 極め て 太く 明瞭 ,b は 細く 不明 瞭 . 

(3)c は 極め て 太く 明瞭 .d は 細く 明瞭. 

(4) 第 $ 室 に 眼 状 紋 を 欠く . 第 3,4 室 の 紋 は 癒合 する . 


所 検 標本 (specimens examined). Vietnam. Ha Tuyen Province, Ha Giang, near Tha Ca: 2 ?, VI. 2005. 
3. Ragadia crito Nicéville, 1890 
ミャンマー 北部 の Putao 南東 部 の Chudu Razi で 採集 され た も の の 特徴 を 記し た . 


(1) #: 20.0-23.0 mm, average: 21.3 mm (n=3); ?: 22.5-25.5 mm, average: 23.1 mm (n=4). 
(2) BUS FH O AB tis (LET SABRE. 

(3) RMR BAILS CAAA. 

(4) 第 1b-6 EDE CRRA b. ZO) 6B35S8OMILMATS. 


所 検 標本 (specimens examined). Myanmar. Kachin State, Chudu Razi: 1 , 23. V. 1996 (KP); 2 34 #, 1-8. 
VI. 1996 (KP). 


4. Ragadia critias Riley & Godfrey, 1921 


原 記載 に は 図 が 付 さ れ て いる と 言う が , 一 般 的 に 入手 で きる 書籍 類 に critias の 図 が な いこ と か ら , 多 
く の 同 好 者 に は ygy の 実態 が 掴め て いな いと 考え られ る . 斑紋 形態 に つい て は Pinratana (1988) が 
記し て お り , 本 種 は 後 贅 裏面 の 第 1b, 2, 4,6 室 に 斑紋 を 有 し , この 点 が crisilda と 異な る と し て いる . ま 
72, この 種 は 大 変身 で ある と し て いる . さら に crssilda の 異常 個体 の 可能 性 を 示唆 し て いる . し か し , 
Pinratana (1988) は 本 種 を 図示 し て いな い . ま た, 前 述 の Monastyskii (2002) の 図示 し た critias は 上 記 の 
特徴 に 当て は ま ら な い . 


Critias は 異常 型 で は な く 種 集団 と 考え られる. また , 近年 ラキ オス, ベト ナム で は 比較 的 多く の 個体 が 
採集 きれ て いる よう で ある . タイ の 確実 な czzzzs の 記録 は 現在 まで 操 式 産地 と Doi Phu Kha だ け で ある . 
それ ら の 地域 は 分 布 の 西端 に 位置 する と 考え られ る . 


(1) #: 20.0-21.0 mm, average: 20.5 mm (n=3). 
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(2) a は 細く 明瞭 ,b は 後方 で 極め て 細く 出現 する . 
(3) c は 細く 明瞭 ,d 細 く 明 瞭 . 
(4) 第 3 と 5 室 に 眼 状 紋 を 欠く . 第 4 室 の 紋 は を 3 室 と 3 室 に 広がる . 


所 検 標本 (specimens examined). Thailand. Nan Province, Pua District, Doi Phu Kha: 1 J, 5. II. 1991; 2 4, 
21. V. 1991 (RP). 


考 = 


MERRE, 交尾 器 の 形態 な どか ら , makuta を 除く 他 の 3 種 は ひと つの 系 統 か ら 分 化し た と 考え られ 
る . それ ら の 内 , REC crisilda と し た も の に は 6 個 の 地域 集団 を 認め る こと が で きた が , これ ら を 分 
類 学 的 に どの よう に 捉え る か , 基本 的 に は 二 つ で ある . ひと つ は 先 人 達 が 行なっ た よう に 各地 域 集団 を 
大 別 的 に 捉え て 亜 種 な ど に する も の と , 他 の ひと つ は 各地 域 集団 を 個々 の 種 集団 と し て 捉え る も の 
で ある . Ragadia は 森林 性 の 種 が 多く , 自然 林 で な く と も 樹林 環境 に 依存 し て いる こと は 確か で ある . 
それ だ け で な く 環 境 の 嗜好 性 が 強い と 考え られ , 分 布 は 局所 的 で ある . その 点 か ら 各 地域 集団 は 孤立 し 
T, 他 集団 と の 交流 の 可能 性 は 低い と 考え られ る . 比較 的 近い 距離 に 異 集団 が 分 布 し て いる 場合 に 双方 
の 表現 形 が 異な る 場合 が ある . これ は 既に 贅 斑 表現 形 に 遺伝 的 浮動 が 生じ た 結果 と 老 え られ る . 


また , 交尾 器 の 形態 に 差違 が 小さ い 点 は 異 集団 が ほとん ど 同 所 的 に 分 布 せ ず , 競争 関係 が 希薄 で ある と 
考え られ , 交尾 の 際 に 構造 的 , 形態 的 な 差違 が 不要 で ある 可能 性 を も っ て いる . WORREN 
に 分 布 し て いた 場合 。 同 一 集団 の 認知 は その 他 , 行動 や 性 フェ ロモ ン な ど に 依存 し て いる 可能 性 が ある . 
また , 食 錠 植 物 を 異 に する な ど 生 態 的 に 差違 が 生じ て いる 例 も ある . 


前 述 の よう に Ragadia は 樹林 依存 性 で ある こと か ら , 今後 生息 環境 を 変え , 分 布 拡大 し て いく 可能 性 


は 低い と 考え られ る . 地域 個体 群 の 孤立 は 必 玉 で あり , それ ぞ れ が 特異 な 集団 と な る 可能 性 は 高い , と 
考え て いる . 























本 報 を 作成 する に あたり 以下 の 方 々 に お 世話 に な っ た . 東京 大 学 の 寺山 守 博士 に は 原稿 の 校 関 を し 
て いた だ いた . つく ば 市 ゆか り の 森 昆 虫 館 の 植村 好 延 氏 に は 助言 を いた だ いた . 大 英 自然 史 博 物 館 の 
Messrs P. R. Ackery X J. Reynolds に は タイ プ 標 本 の 撮影 を 許可 し て いた だ いた . 遠藤 俊次 氏 に は 南 ベ ト 
ナム 産 の 資料 を 提供 し て いた だ いた . Mr Prasobsuk Sukkit に は Thailand と Myanmar の 資料 を 提供 し て 
いた だ いた . 各 方 に 感謝 の 意 を 表す る . 
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Summary 


Taxonomy of the genus Ragadia has been unclear. Members of this genus are forest residents and distributed 
sporadically, with relatively wide variation within a species. In this paper, the author provides taxonomic in- 
formation on this genus based on his Indo-Chinese collection. 


This genus contains R. makuta, crisilda, crito and critias in Indo-China. R. crisilda is a taxonomically con- 
fused species, and six local forms are here recognized based on wing maculation. These forms are tentavely 
named as the N. Vietnam population, N. Thailand population, S. Thailand population, W. Thailand popula- 
tion, S. Vietnam population, and Ha Giang (N. Vietnam) population. R. crito was originally described as a 
variety of R. crisilda, and is treated here as an independent species based on its characteristic morphological 
features. 


The male genital organs resemble each other except for R. makuta, which has thin valvae and a long phallus 
with its tip truncate. These characters resemble those of insular populations in this species. In crisilda, the 
male genitalia of individuals from Pia Oac, Tam Dao, Cuc phuong, Bao Lok, Wang Chin, Than To were ex- 
amined. The S. Vietnam population from Bao Lok was different from other populations as follows: sociuncus 
is broader than tegumen, tegumen is convex dorsally, and valva is much shorter and wider. 


Two phylogenetic groups, consisting of makuta on the one hand and the remaining three species on the other, 
are recognized through morphological analysis including wing markings and genital organs. Ragadia species 
are forest residents with a strong habitat preference and sporadic distributions, and gene flows among the pop- 
ulations may be scanty. Some local forms in crisilda may represent independent species. 
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